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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノtomar nεmontonno roih．（C．）（讐現在）（Upendraasth Das，‘Sahare　Indar　o　Geyo　Indtir’）
　（君は招待されている。）
　　dekhiye，　kitnaa　weqt　ho　geyaa　hε，　ecchaa，　m§celii．（匹近い未来）（Jainendra　Kumar，
　　‘Kaiyarpi’）
　（何時になったかごらん。私，出かけるわ。）
　　ami　tobεco玉三lain．（S・）（＝近い未来）（‘Gera’）
　（それでは，私はいとまごいをしましょう。）
　近い未来といっても，多少「意志」を俸なっているので，通例1入称に限って用いられるよう
である。
　HiRdiでは条件節の中で過去形が「未来」の代りとして用いられることがある。
（例）bhegvaan　ne　veh　semey　diyaa　to　m§svoyeth　epne　per　logaa　seb　rupeyaa　bebaak　kor
　　dfiugaa．（Ja三nendra　Kumar，‘Bite　Dia’）
　（神がその時を与えてくれるなら，私は自fiに諜せられたお金を全部自分で返済しましょう。）
　そうでない場合も無論ある。帰結文の動詞で判断すべきである。
（例）eger　usne　kiyaa　to　koii　neii　baat　nehli　kii．（過去）（Premcand，‘Karmbhami’）
　（もし彼がしたのなら，何も新しいことをしたわけではない。）
　　yodi∂kele　hue　gur　khaalii　hue　to　griil〈aant　saamne　diiwaar　m∈ektek　dekhte　hue　stias
　　lete　h§，　eur　uthker　tehelne　legte　h§．（現在）（‘Sunita’）
　　　　　　　　　　　　
ノ
　（一人で暇なときには，Srikantは前の壁をじっと見つめながら息をし，そして立ち上って歩
　きまわりはじめるのである。）
§13　§12とは逆に，「過去」の事柄をあらわすのに，現在形でもっていいあらわすことがある。こ
れは，過去のでき事を話者または筆者が単なる回想としてではなく，現在なお眼前に転回するも
のの如くに判断していうわけだから，生き生きとした描写がされるという効果がある。
（例）gherii　m6　kuch　semey　thaa　our　turent　veh　s㌻e齢n　per　bhaagaa，　per　pletfaarm　per
pehfictaa　hεki　gaarii　chuut　geii．（‘Suni亡a’）
　（時計を見るといくらか時闘があったので，ただちに駅へ急いだ。しかし，プラットホームに
　着くや否や，列車が発車した。）
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　いわゆる「歴史的現在」2i）もそういう心的態度にもとつくものであろう。
（例）gaadhii　jii　kehte　h§ki　secchii　ghi血saa　bhey　nehii，　prem　se　jenm　letii　hε．
　（ガーンディ翁は「真の非暴力とは恐れからではなく，愛から生れるのだ」といっている。）
　Bengaliではもっとひんぱんに用いられる。
（例）atharo蓉o　a蓉i　khristabdεanondmoth　prokagit　hoy．（S．＆C．）
　（西暦1880年に「アーナンドマト」が出版された。）
　　dεbεndronathsr　boy3g　lokhonεku蓉bochor，　didima　t5r　mara　jan．（C．）（‘Mahaぎ＄l　Deben－
　　dranath’）
　（Debendranathが21才のとき，彼の祖母が亡くなった。）
　ただBengaliの場合，話者または筆者のそのような心的態度とは別に，　Copulaが省略される
という疑古的文体性とも関わりがあると思われる。上例において，εku§bochorの後にch三lo（で
あった）が省略されている。
V狂．Past　Perfect
§14Past　PerfectはHindiでは過去分詞（つまり過去形）にhonaaの過去形thaa（the，　thii，
thii）を添え，　Bengaliでは一iya分詞にhowaの過去形achilam22）（achilo，　ach三1ε，　achijεn）を
添えて作る。Pluperfect23）とかRemote　Perfect24）とかいわれるように，「過去以前」のでき事を
あらわす。
（例）　tiin　saal　se　uuper　ho　goye　jeb　tumhaaraa　petr　aayaa　thaa．（‘Sunita’）
　（君の手紙が来てから三年以上たった。）
　　b三ijgupt　ruk　g∂yaa，§aay∂d　v∂h　aage　ke　話ol）dδ　ko　（量hgurhne　Iegaa　thaa．　（‘Citralekh2’）
　（Bijguptはつまっ左。多分，次の書葉をさがし始めていたのだろう。）
　　jεpっth　giyacilo　tahara　tin　dinε，　phiribar　gomっy　9εi　poth　otikrom　korilo　dui　dinε．（S．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（‘Tarl垣Majhi’）
　（三日かかって行った道のりを，帰るときは彼らは」1日で終えた。）
　　kabuliwalar蚤ohit　m三nir　jεd三n　prothom　sakhat　ho三yach三b，　amar　Sεi　d三nεr　kotha　monε
　　porilo．（S．）（Rab三ndranath　Tagore，‘Kabuliwaia’）
　（Miniがカーブル商入とはじめて会った日のことが私に想い出された。）
§15英語における過去完了はLanguage　as　Code（規範言語）としては，単独の文章を成しえて
も，Language　as　Speech（運用言語）という面では，甚だ不完全で，過去をあらわす副詞語句
か，あるいは過去完了形を必要とするだけの文脈のくみとれる文句を配して，場の設定が用意さ
れなくてはならない。25）たとえば，Ihad　written　a　letter．という文章は運用雷語の面では，い
かにも不十分であり，when　you　cameとか，　before　that　dayというような文章または句があ
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ってはじめて過去完了形が生きてくる。つまり，何らかの「過去ゴの基準がつねに明記される
か，あるいは聞き手または読者にそういう状況が納得されておかなけれぱならない。しかし，
Hindi，　Bengaliとも，過去完了形に「過去」の基準は不要で，聞き手または読者の了解もいらな
い。「現在」の時点で筆者または話者が過去のでき事を回想し，その時間的へだたりが比較的長い
ものと，筆者または話者の主観で判断したときに用いられるのである。mg　ne　citthii　Iikhii　thii．
（私は手紙を書いた。）は単独で十分「生きた」文章たりうるわけである。時間的へだたりの感覚
は全く筆者または話者の主観によるわけだから，たとえばm§ne　d∂s　saal　pehle　ci㌻thii　lil，hii
thii．（私は十年前に手紙を書いた。）でも，　m§ne　aaj　sewere　citthii　llkhii　thii．（私は今朝手紙
を書いた。）でもよいわけである。
（例）kel　aap　kehaa　geye　the？　　　　（あなたは咋目，どこへ行かれましたか。）
　　ka正apni　kothay　giyacilεn？（S．）　　　　　（　　　　　　　同　　　　　　　）
　英語では決して，Where　had　you　gone　yesterday？とはいわないだろう。26）
従って，Hindi，　Bengali共，過去完了の使用頻度はきわめて高く，英語の過去時舗をも包含し
た機能をするものといってよい。
（例）teb　uskaa　haath　thaamker　griikaant　ne　gembhirr　vaapii　mE　kehaa　thaa，…（‘Sunita’）
1
　　　（Then　Srikant　sa圭d圭n　a　deep　voice，　grasping　his　hand……）
　　　tahar　gha　thεkεonεk　rokto　poriyacilo．（S．）（‘Basic　Secondary　Vocabulary’Dacca）
　　（Much　blood　flowed　from　his　wound．）
　Bengaliのある学習書27）では，この過去完了をSamanya　Atlt　Kal（Simle　Past）として扱い，
従来のSimple　Past（Sadharap　Atlt）形を全く除外しているほどである。もちろん，　S三mple
Past形を無視してしまうのは行きすぎだが。
§16ebhii　aayaa　thaa．（今来たところだ）のようにobhii（今しがた）と共に用いられると，過
去完了はひじょうに「現在」に近い時聞をあらわす。説明し難い現象だが，蓋し，副詞のebhii
がほとんど現在と切離すことのできないほどごく近い時をあらわすのでそれにつられての一種の
「強勢」とみれないだろうか。次のような用例もある。
（例）ebhii　to　pers6　goye　the。（Premcand，‘Godan’）
　（おまえ，ほんのおととい行ったとこじゃないか。）
　しかし，Bengaliではこのような用法は，見出せない。
V置．Present　Perfect
§17Present　PerfectはHindiでは過去分詞にhonaaの現在形聴u（hε，　h§，　ho）を添え，
Bengaliでは一iya分詞にachの現在形achε（achi，　acho，　achεn）を添えて作る。いずれも，形
の上では，過去完了が英語のhad十P，　P．と対癒しているように，英語のhave（has）十P．　P．と
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たまたま対応しているが（have動詞とbe動詞のちがいは別として），その用法とインド・パキ
スタンのnative　speakerの意識は英語のそれと同一でないことに注意しなけれぱいけない。
　従来の文法書には，ほとんど例外なく，「現在完了は過去において起った動作や状態の結果が
現在に及んでいることをあらわす」というふうに説かれている28）が，このような定義で，現在完
了の文法範麟を規定することに私は大きな疑問をもつ。なぜなら，過去の行為や状態の結果が現
在に及んでいるのは現在完了とは限らず，過去完了でも「現在」に及ぶことはある。29）
（例）raam　kethaa　ne　kevel　bhaaretiiy　vero皐e獣yaali　sa魚skri£i　kaa　bhii　ek　mehetvopuu卑
　　　tettv　ben　geii　thii．（‘Safhskrti　ke　Car　Adhyaya’）
　（ラームの物語はインドだけではなく，アジア文化の重要な要素ともなった。）
　また，現在完了がつねに「現在」に及んでいるとは限らない。
（1列）In§ne　tumse　prem　kiyaa　hε，　eur　el）bhii　kortii　htiu．（℃itralekha’）
　（私はあなたを愛した。そして，今も愛している。）
　　‘‘amra　chε1εba31a　thεkεeekgofi9εporεchi．”（C．）
　　‘‘eel〈hono　O　POi”En？，，
　　‘‘na　aekhon　ar　pori　na．’s（‘Gora’）
　（「僕達は幼少の頃から一緒に勉強したんだ。」
　　「今も一緒にしてるの。」
　　「いや，もうしてない。」）
　上例の二文において，もし「現在」にも及んでいるのであれば，「今も……」という文は起り
えないはずである。また，次のような例文は，現在完了が「過去」の一種にすぎないことを示し
ている。
（｛列）　hem　log　dos　saal　tek　kelkette　m6　saath　rehe　h§．3°）
　（我々は十年間，カルカッタに一緒に住んだ。）
　　cf，　We　have　lived　together　in　Calcutta　for　ten　years．は「今も住んでいる」ことになる。
　　sabhygtaa　kaa　aarembh　yuunaan　eur　philist三ill　m登huaa　hε．（‘Sathskrti　ke　Car　Adhy羅ya’）
　（文明はギリシヤとパレスチナにはじまった。）
　　at　boyo蓉ε蓉bogurba；圭giyaci．（S．）（‘Gor2，）
　（8才のとき，舅の家へ行った。）
　　tini　jokhon　mrittugojay　tっkhono　o　bar　bar　bolεchen．（C．）（‘MaharSi　Debendranath’）
　（彼は死の床にあったときも，何度も何度も言った。）
　英語とちがって，重点はあくまで「過去」にあるのだから，当然「過去」をあらわす翻詞と共
に用いられる。31）
（例）　kel　m鳶unse　peh難i　baar　milaa　h負u．
　（昨閾，私ははじめて彼に会いました。）
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　　　　（cf．　Yesterday　I　met　him　for　the　first　time．
　　　　　Gestern　habe　ich　ihn　zum　ersten　Male　gesehen．
　　　　　Hier　je　P　ai　vu’une　prerniさre　fois．）
　　kal　o　tomakεbo玉εchi，　amar　a‡tar　agεdudh　cai．（C．）（‘BIRdtir　Chele’）
　（昨臼も言ったじゃないの，「8時までにミルクがいるのよ。」）
　　　（cf．　I　said　to　you……　Ich　hal〕e　Ihnen　gesagt…　…　Je　vous　ai　par16……）
　従って，機能の点からすると，「現在完了」（Parrp　Vartaman）よりも「近い過去」（Asanna
Bhat）という名称の方がよりふさわしいと私は考える。
§18過去分詞はHindiにあっては，そのままの形でPast　Tenseにもなったが，一方，過去分
詞というのは元来，形容詞的限定詞としての機能をもっている。こうした過去分詞にhau，　hε，
hg．　ho．のついたものは「現在完了形」をしていても，意味は「現在完了」ではなく，形容詞に
Copulaとしてのhitu，　hε，　hoがついたものにすぎないので「現在」をあらわすのは当然であ
る。これを「現在完了」と混同してはいけない。32）
（｛列）　yeh言a　unke　vaadyo．yentr　rekkhe　hg，　yehaa　kitaab§　rekkぬii　hg，　yeh衰a　tesviirさtehgii　h§．
　　　（‘Sunlta’）
　（ここに，彼の楽器がおかれている。ここに本がおかれており．ここに絵がかかっている。）
　　us　ogyaat　endhkaar　ke　g∂rtt　m6　kiaa　chipaa　hε？　（‘Citra王ekh譲’）
　（あの知られざる暗閣の奥に何がかくされているか。）
　veh　kheyaa　hε．（彼は立っている）において，　hεの代りにhuaaをもってすれば，「立った」
という動作をあらわすことになり，thaaをもってすれば「立っていた」と過去の状態をあらわす。
　Bengaliでも一iya分詞÷achε（achi，　acho，　achεn）において，　ache　etc．は単なるCopulaに
すぎない場合がある。
（例）maya　eekhono　o　m3n　bhoriya　achε．（S．）（‘Gora’）
　（迷いがなお，心に満ちている。）
　　pos‡mas‡ar　ottORto　onnomonogk〔）bhabe　coukitεbo蓉iya　3thoba　kha右三yay　guiya　achen．（S．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Rabindranath　Tagore，‘Post　Master’）
　（局長さんは大層無関心な様子で，寝台の上にすわったり，あるいは小さな寝台に横になった
　りしている。）
　　tari瓜㌻hai　jagiya　bogiya　achs．（S．）（‘Taripl　M2jhi’）
　（ターリニーはその場で目覚めたまま，すわっている。）
　bo首iyaの後にachenが略されている。　b。甑のSimple　Past形をもってすれば，「座った」
という動作があらわされ，－iya分詞にachεetc．の過去形achilo…etc．を添えると（形は過去完
了だが）過去の状態をあらわす。
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（例）eel〈dol　lok　gramεr　dharεgachtolay　bogiya　chilo．（S．）（‘Tari垣Majhi’）
　（一群の入々が村のはずれの木の下にすわっていた。）
　　eekjon　puruS　jatr三chata　khuliya　bogilo．（S．）（‘T巨蜘i　Majhi’）
　（一入の男の巡礼が傘をひろげてすわった。）
　　da；a（立つ）の場合も同様である。
（例）　omuHo　bhoyεbiborrpo　hoiya　dfiyaiya　achε．（S．）　（‘Binditr　Chele’）
　（Amalyaは恐しさの余り，まっさおになって立っている。）
　　蓉εslεt　hatεuthiya　darailo．（S．）（‘Devadas’）
　（彼は石板を手にして，ふと立ち上った。）
　　thik　bonnar　jolεr　dharεi　5εdaraiya　chi玉o．（S．）（‘Tari項Majhi’）
　（彼はまさしく洪水のあふれた岸の上に立っていた。）
IX，　Past，　Past　Perfect，　Present　Perfectの対立
§19§17において，「現在完了」は必ずしも「現在」とつながりのあるものではなく，話者また
は筆者の意識の中ではやはり「過去」に重点があるわけで，「過去時制」の一種であると述べた、，
それでは，Past，　Past　Perfect，　Present　Perfectの対立関係をどのようにとらえるべきであろう
か。私は，現在なり過去なりへの結果の波及というとらえ方ではなく，話者または筆者の「過去」
への時間的へだたりに対する主観的心的態度の相対性の相違に求めたい。
　すなわち，Past　Perfectが相対的な時間のへだたりという点では一番「遠い」過去であること
は疑いないとして，問題なのはPastとPresent　Perfectの関係である。
（例1）s∂were　wohaa　pehttcaa　to　maaluum　huaa，　heripresenne　usii　saat　beje　ki圭ekspres　se
　　　delhii　cel　diyaa　hε．（‘SunTta’）
　（朝そこに着いてみると，Hariprasannaが7時の急行でデリーへ表った後であることが分っ
　た。）
（｛lilj2）　‘‘sunaa　kuch？　bihaarii　ne　vyaah　ker三iyaa　hε・”　（‘Parakh’）
　（ちょっときいたかい，Bihariが結婚したことを。）
　例1においては，デリーへ「立った」瞬闇は「到着し」，「分った」瞬間より前のことであり，
例2においては，「きいた」瞬間より「結婚した」時点の方が前である。さらに，
（｛列）　merii　petnii　misez　esraanii　se　milii　thii，　eur　bhi圭　yehaa　kii　premukh　mehilaaE　unse
　　milii　h琶，（‘Kalyapi’）
　（私の妻は，Asrani夫人に会ったし，そしてさらに，ここの主だったこ婦入達に会っている。）
において，もしさらに「今日彼女は……に会った」と続くのなら，aaj……se　miliiとしたいとこ
　　　　　　　　　　　●　　o
ろであろう。Past　Tenseは「過去」とはいいながら，英語とちがってひじょうに「現在」と関
わりのあるものである。
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（1列）　veh　to　ebhii　ebhii　yeh言a　rehne　Iegaa．
　（He　has　o111y　recently　begun　to　live　here，（‘Teach　Yourself　Urdu’））
　Bengaliの場合をみてみよう。
（例）ho㌻hat　jokhon　tar　khear　holo，　tokhon　50moy　utre　geechε．（C．）（Rabindranath　Tagore，
　　Meghmala’）
　（ふと気がついたときには，もう時聞は過ぎていた。）
　　きokalbeelay　amar　nobhεler蓉optodoきporicchεdεhat　diyaci　emon蓉omoy　mini　a営iyai
　　arothbh　koriya　dib，‘‘baba……”（S．）（‘Kabuliwala’）
　（朝，私が小説の7章に手をつけたとき，M圭niがやってきて，しゃべりはじめた，「お父さ
　ん………」）
　いずれもPresent　Perfectの方がPastよりも古い時点の事柄をあらわしていることが分る。
　BengaliでもSimple　Pastはきわめて「現在」に近ずくことが多い。
（例）ami　boro　mugkilεi　poriiam．（S．）（‘Gora’）
　（私は大きな困難に陥入った。（（篇困ったことだ）））
　　aj　ami　kolpotoru　holam．（C．）（‘Ma蓋ar＄i　Debendranath’）
　（今日，私は「幸福の木」（（何でも望みをかなえてくれる木））となった。）
　このように，従来，英文法の影響による誤れる観念により，見落されてきたことであるが，3
つの時制の対立関係にあっては，Past　Perfectが「遠い」過芸をあらわし，　Present　Perfect
が「中間の」過去をあらわし，Pastが「近い」過去をあらわすことが多いのである。
§20HindiのPresent　PerfectやPast　Perfectの形式が，2つの動詞要素から成り立つことは
Bengaliよりも一層はっきりしている。今，過去分詞をPであらわし，補助的動詞（ke，　thaa
等）をAであらわすと，2つ以上の文章が並列的に用いられる場合，つまり（P，＋A）＋（P2十A）
＋（P3＋A）……においては，最後の文章を除いてAは省略されることが多い。すなわち，　P，＋P2
十（P，十A）となる。
（例）horipresenng　unke　saath　milaa（P1），　bolaa（P2）ethvaa　hさsaa（P3）hε（A）．（‘Sunita’）
　（Hariprasannaは彼と会い，語ったり，笑ったりした。）
　このような場含，Past　lndefiniteとPerfect　Tensesの対立はなくなるとみてよい。
§21Hindiの否定詞nehiiとneのちがいは，あらゆる叙想法においてはneしか用いられない
のに対して，直接法と命令法にあってはいずれも用いられる。発生的にはnehii33）は船＋hoで
あって，つまり，be動詞を含んだ否定詞であるから，　Present　lmperfectにおいてはhttu，　h§，
hε，hoが省略される。たとえば，　m§nehii　jaantaa　httu．（私は知らない）において，助動詞
httuは通常省かれる。
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　しかし，nehiiの代りにneをもってすれぱIndefn三te　Imperfectとなって，「もし私が知ら
なかったとしたら（実際は知っているのだが）」という意味になるのでnehliとneの区別は重
要である。しかし，過去時制の否定についても，形式上のちがいがあるからといって，neと
nehiiのちがいを意味の相違にまで及ぼそうとする考え方は正しくないであろう。
　たとえば，ne　geyaaとnehli　g∂yaaの2文について，前者は「過｛却寺制」の打消しだからHe
did　not　go．，後者はnehiiの中にhεが含まれているから，　geyaa　hεすなわち「現在完了時制」
の否定であって，He　has　not　gone．というちがいがあると説く文法書34）があるが，これは全く
皮相的な見方であって，実際には両者の間には何らの本質的な意味上の相違を見出すことができ
ないのが事実であって，強いていえば，Syllableの点からして，　nehliの方がやや強いというぐ
らいのことであろう。P＋Aにおいて，　nehiiがつけば（通常Pの前に位置する）Aは省略され，
その結果，Past，　Past　Perfect，　Present　Perfectの対立関係はなくなるとみてよい。
（例）tumhaarii　baat　mg　nehii　semejh　sekaa．（‘Ajata6atru’）
　（私はおまえのいうことが理解できなかった。）
　Bengaliの場合，否定文にあっては，　Present　PerfectとPast　Perfectの「形式上の」区別
すらなくなる。すなわち，Simple　Presentに否定詞nai鋤（口語ではni）をつけたものが，完了
の否定文となる。
（例）kalacad　a9εnai．（S．）　（‘Tar晦Majhi’）（Kalactindは来なかった。）
　（注．agiyachεまたはa首iyacibの否定。　agiyachεnaとかagiyacilo　naとは決していわない。）
　egob　kotha　ami　kokhっno　purbε善unl　ni　ebofu　bhabi　ni．（C．）（‘Gora’）
　（これらすべての事を私は以前に一度もきかなかったし，考えもしなかった。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注．それぞれ，sunεciまたはsunεcilam，bhεbeciiam　またはbhεbεciの否定であって，
　9unεci　na，§unεcilam　na，　bhεbεcilam　na，　bhsbsci　naとは決していわない。）
　Simple　Pastの打消しは否定詞naをつける。
（例）首ukhi　kono　uttor　dilo　na．（S．）（‘Tari加Majhi’）
　（6ul〈hlは何も答えなかった。）
　しかし，ここでもSimple　PastとPerfect　Tensesの対立を見出すことはできない。
（例）首εsobi9§oyεpr3首no　korl13，‘‘ghumoo　nai　tumi？”（S．）
　　hagiya　tariBi　bolilo，“na，　ghum　elona．”（C．）（‘Tari願Majhi’）
　（彼女はおどろいてたずねた，「おまえさん，寝なかったの」
　　ターリニーは笑いながらいった，「うん，ねむれなかった」）
　上例において，ghumoo　naiの代りにghumib　naをもってしても，　eb　naの代りにa9εni
をもってしても，何ら意味上の相違は生じない。
　このように，Hindi（Urdu），　Bengali共，否定文についてはPast，　Past　Perfect，　Present
Perfectの対立関係はなくなるとみてよいだろう。
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お　　わ り に
　「時間意識の雷語表現に整然たる形式上の統一を期待することはできない。」3fi）Kelloggの分類
法にじても余りにもmetaphysicalであるとの批判もある。37）自ら，文法には限界があるわけだ
が，しかし「生きた」言語について，その機能の面から従来の文法の限界に挑むのは無意味では
なかろう。現代インド語の動詞時綱については，なお判然としないところが多いわけだが，少く
ともその間題点を本稿で指摘し，とくにPast，　Past　Perfect，　Present　Perfectの3つの時制につ
いては筆者の新しい考え方をのべたつもりである。
　今後，動詞時制の発達を少くとも18世紀後半までさかのぼって，歴史的に眺めてみる必要があ
るであろう。
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